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１．委員の指摘及び提言概要 

研究としては、丁寧に検討しており、成果については評価できるとともに、今後の行政への活用が

見込まれる。経済的に合理的であると考えられる総合的な処理・有価物回収フローの提案に至ってお

り、評価できるが、資源物を効率的に回収するシステムになりうるので民間の事業者とのコラボレー

ションで実用化を図ってほしい。一方で、金属回収が困難となったことと、学術論文成果がないこと

は残念であるが、実用に近い研究成果であり、今後に期待する。具体的な費用対効果や処理量、今後

のパネル廃棄物出荷量及び組成対応（パネルタイプ）など社会実装イメージを提案し、今後の効率的

処理に貢献してほしい。            

 

２．採点結果 

評価ランク：Ａ 

 


